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埼玉県献血推進協議会要綱 

 

（設置）  
第１条 献血の普及啓発並びに献血者の組織化を図るとともに献血制度の適正な運営を

確保するため、埼玉県献血推進協議会（以下「協議会」という。）を置く。  
 
（組織）  
第２条 協議会は、会長及び次の各号に掲げる者のうちから保健医療部長が選任した者

（以下「委員」という。）２０人以内をもって構成する。  
(1)学識経験者  
(2)関係団体の代表者  
(3)関係行政機関の職員  
(4)その他適当と認められる者  

２ 協議会に、副会長若干人を置く。  
 
（会長及び副会長）  
第３条 会長及び副会長は委員の互選によることとする。  
２ 会長に事故があるときは、あらかじめ会長が定める順位により副会長がその職務を

代理する。  
 
（幹事）  
第４条 協議会に幹事若干人を置く。  
２ 幹事は、会長が選任し協議会の事務を行う。  
 
（委員の任期）  
第５条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間と

する。  
 
（委員の所掌事務）  
第６条 委員は、次に掲げる事項について協議する。  

(1)血液に対する正しい知識の啓発に関すること。  
(2)献血の普及啓発に関すること。  
(3)献血組織の育成に関すること。  
(4)輸血用血液製剤等の需給に関すること。  
(5)その他献血制度の推進に関すること。  
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（会議）  
第７条 協議会の会議は、会長が招集し主宰する。  
２ 委員が会議に出席できない場合は、それに代わる関係者が代理に出席することが

できる。  
 
（部会）  
第８条 会長は、協議会の意見に基づき、必要に応じて特定の事項ごとに部会を設ける

ことができる。  
２ 部会は、協議会の委員若干人をもって組織し、委員は会長が指名する。  
３ 部会に部会長１人を置き、部会委員の互選によって定める。  
４ 部会の会議は、部会長が招集する。  
５ 部会長は、部会の会議を主宰し、会務を掌理する。  
６ 部会長に事故があるときは、部会に属する委員のうちから部会長があらかじめ指定

する者がその職務を代理する。  
 
（会議の公開）  
第９条 協議会の会議は、公開する。ただし、出席した委員の３分の２以上の多数で議

決したときは、公開しないことができる。  
 
（事務局）  
第10条 協議会に事務局を置く。  
２ 事務局は、埼玉県保健医療部薬務課に置く。  
３ 協議会の庶務は、事務局において処理する。  
 
（その他）  
第11条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営について必要な事項は、会長が協

議会にはかって定める。  
 
附則  
この要綱は、昭和３９年１２月１日から施行する。  
一部改正 昭和４５年２月２５日  
一部改正 昭和５５年２月１５日  
一部改正 昭和５８年２月９日  
一部改正 平成２年１２月１２日  
一部改正 平成１０年４月１３日  
一部改正 平成１３年３月２９日  
一部改正 平成１４年１０月１６日  
一部改正 平成１７年４月１日  
一部改正 平成２１年９月１日  
一部改正 平成２２年９月２７日  


